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【研究概要】 

富山県東部地域に，重力異常図のコンター(等値線)が込み合い，それが帯状に分布してい

る場所がある。重力異常図とは，地表で計測された重力値から，均質地球を仮定して求めら

れる理論重力値や重力測定点周辺の地形の影響等を取り除いて得られるもので，大雑把な地

下構造を表わしている。一般に，重力異常図のコンターが込み合う場所には，断層(帯)が予

想される。断層が地表で見られなくても，地下に伏在していれば，同様の特徴がみられる。 

富山県東部地域には，魚津断層帯や黒菱山断層などの断層帯の存在が指摘されている。し

かしながら，地下の構造を反映する重力異常との関係などについてはこれまで研究されてき

ていない。本研究では，これまで見過ごされてきた富山県東部地域の重力異常の解析を進め

ることで，既存の断層との関連やその規模の推定を試みた。また，個別要素法による断層運

動シミュレーションを行うことで，重力異常から推定された地下構造が，どのような断層運

動により形成されたか ということについても考察を行った。 

【成果要約】 

 重力異常の横方向の空間的な変化率を計算すると，10mGal/km に達する重力異常急変

帯が富山県東部地域にみられた。密度差 300 kg/m3をもつ 2 層構造を地下に仮定した場

合，これは最大で 4km に及ぶ落差を考える必要がある。この重力急変帯は海岸から内陸部

に入るにしたがって，その規模が小さくなっている。急変帯と既存の断層分布図を比較する

ことにより，この重力異常は，概ね黒菱山断層(帯)よるものであろうと考えられた。 

 また，スペクトル解析を重力異常に施したところ，重力異常を説明する層は地下に 4 層

あり，それぞれの平均境界深度は，14 km，9 km，3 km であった。これらの波長別重力

異常に対し，境界層の起伏が他の境界層と交差しない最小密度差とそれによる地下構造を逆

解析により推定したところ，富山県東部で，平均深度 9 km の層が，振幅約 7 km に達す

る大きな変形をしていることが判明した。その上位層は，振幅約 2 km 程度の変形であっ

た。断層運動により，堆積層がどのように変形するかを個別要素法によって解析を行ったと

ころ，今回の重力異常の解析結果にみられるような構造は，傾斜角 60 度以下の逆断層運動

によって引き起こされることが判明した。 
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